
政
党
政
治
と
政
権

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
タ
ー
ン

ー
連
合
政
権
の
理
論
と
構
造
ω
一

　
　
　
目
　
　
　
次

1
　
権
力
の
司
祭
者
1
1
政
党

2
　
単
独
政
権
の
パ
タ
ー
ン

　
A
　
単
独
・
独
占
型
政
権
　
－

　
B
　
単
独
・
過
半
数
政
権

　
C
　
単
独
・
少
数
党
政
権

　
　
　
　
　
　
　
　
一
以
上
二
一
号
i

3
連
合
政
権
の
パ
タ
ー
ン

　
D
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政
権
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ド
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ツ
の
連
合
政
権
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上
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号
一

　
　
▽
フ
ラ
ン
ス
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権

　
E
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憲
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3

連
合
政
権
の
パ
タ
ー
ン

96

　
二
つ
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
政
党
が
、
＝
疋
の
政
策
合
意
を
基
礎
に
権
力
を
司
祭
す
る
政
権
を
連
合
政
権
と
い
う
。
連
合
政
権
も
ま

た
、
政
権
運
営
に
あ
た
っ
て
依
拠
す
る
議
会
内
与
党
の
規
模
を
中
心
に
し
て
、

　
D
最
小
勝
利
連
合
政
権
ヨ
凶
三
ヨ
⊆
ヨ
芝
冒
三
ロ
ぴ
q
8
巴
凶
一
一
〇
コ

　
E
過
大
規
模
連
合
政
権
。
＜
Φ
目
ω
一
N
①
q
o
『
ひ
q
お
鉾
Φ
マ
葺
き
－
自
白
冨
鉱
員
≦
冒
5
冒
ぴ
身
。
8
玉
酒
〇
⇒

　
F
過
小
規
模
連
合
政
権
仁
ロ
O
興
ω
冒
①
α
霞
一
①
ω
甲
讐
p
。
ロ
ー
ヨ
昭
島
犀
∋
芝
三
コ
冒
ぴ
q
o
o
⇔
一
一
二
〇
づ

　
に
分
類
で
き
る
。
こ
の
分
類
の
基
礎
と
な
る
の
は
く
連
合
形
成
地
位
8
巴
三
8
巴
ω
富
ε
ω
〉
で
あ
り
、
主
に
、
閣
内
に
含
ま
れ
る
政

党
の
数
と
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
相
対
的
規
模
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
く
連
合
形
成
地
位
V
が
議
会
内
政
党
の
戦
略
、
議
会
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

営
の
ス
タ
イ
ル
、
そ
し
て
、
政
権
の
継
続
性
（
寿
命
）
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　
D
最
小
勝
利
連
合
政
権
l
P
⑦

　
こ
の
政
権
パ
タ
ー
ン
（
P
⑦
）
は
、
議
会
内
で
信
頼
に
足
る
過
半
数
支
持
勢
力
を
確
保
す
る
の
に
必
要
な
だ
け
の
政
党
は
閣
内
に
含
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
い
る
が
、
過
半
数
確
保
に
必
要
で
な
い
党
（
余
分
な
党
）
は
一
切
含
ま
な
い
内
閣
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
〈
連
合
形
成
地
位
V
が
く
最
小

勝
利
地
位
客
竃
O
＞
の
政
権
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
も
一
般
的
な
連
合
政
権
で
あ
り
、
多
く
の
市
民
が
連
合
政
権
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
と
合
致
す
る
。
今
日
の
議
会
政
治
の
基
本
的
ル
ー
ル
、
つ
ま
り
「
議
会
内
議
席
の
過
半
数
を
制
し
た
者
が
勝
利
者
で
あ
る
」
と
い

う
ル
ー
ル
に
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
余
分
な
政
党
を
一
切
含
ん
で
い
な
い
の
で
、
最
も
望
ま
れ
て
い
る
連
合
政
権
で
あ
る
。
そ
れ
故
、



他
の
条
件
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
多
党
制
議
会
の
政
党
は
、
政
権
参
加
の
可
能
性
と
戦
略
的
・
長
期
的
な
内
閣
支
配
権
の
極
大
化
を
望
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
る
限
り
、
こ
の
最
小
勝
利
政
党
連
合
に
入
り
込
も
う
と
、
と
も
か
く
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
〈
最
小
勝
利
地
位
〉
を
形
成
す
る
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
の
数
は
少
な
い
ほ
ど
望
ま
し
い
し
、
そ
の
ほ
う
が
一
般
的
に
は
安
定
度

も
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
配
分
で
き
る
閣
僚
ポ
ス
ト
に
は
限
り
が
あ
る
し
、
政
権
政
党
の
数
が
多
く
な
れ
ぽ
な
る
ほ
ど
、
異
質
度
が
高
ま

り
、
閣
内
不
統
一
に
陥
る
可
能
性
も
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
期
待
充
足
欲
を
自
己
規
制
す
る

場
合
は
と
も
か
く
、
閣
内
与
党
が
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
を
自
負
し
て
い
る
時
に
は
、
二
党
問
の
最
小
勝
利
連
合
政
権
に
比
べ
三
～
四

党
間
の
最
小
勝
利
連
合
政
権
の
ほ
う
が
、
ω
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
V
が
大
き
く
な
り
、
㈹
閣
僚
ポ
ス
ト
の
配
分

が
匹
難
に
な
り
、
㈹
議
会
・
政
権
運
営
の
手
続
が
煩
項
に
な
る
、
可
能
性
が
大
き
い
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
に
は
こ
の
タ
イ
。
フ
の
政
権
が
い
く
つ
も
み
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
西
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

政党政治と政権パターγ

　
▽
西
ド
イ
ツ
の
連
合
政
権

　
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
は
、
一
貫
し
て
連
合
政
権
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
三
内
閣
の
例
外
（
例
え
ば
、
一
九
六
六
年
の
大
連

合
政
権
）
を
除
い
て
、
他
は
す
べ
て
最
小
勝
利
連
合
政
権
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
を
分
水
嶺
に
、
そ
れ
以
前
に
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同

盟
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
C
D
U
／
C
S
U
主
導
の
連
合
政
治
が
、
そ
れ
以
後
は
社
会
民
主
党
S
P
D
主
導
の
連
合
政
治
が
展
開
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
由
民
主
党
F
D
P
が
多
党
化
・
連
合
政
治
状
況
に
お
け
る
〈
か
な
め
の
党
甘
く
9
巴
℃
費
受
〉
の
機
能

を
演
じ
て
き
た
と
言
え
よ
う
（
表
1
参
照
）
。
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表1：西ドイツの連合政権

首　相　名 政権担
槙匇ﾔ 党派別閣僚数

与党合計議席数
@（占有率）

選挙
政権パターン

アテナウアー（第1次） 49－53 CDU6：CSU3：FDP3：Dp2 115＋24＋52＋17
≠Q08（51．7％） 49年 P⑦

（第2次〉 53～57 CDU8：CSU2：FDP4：DP2・BHE2 191十52十48十15{27＝333（68．4） 53年 R⑧
（第3次） 57～61 CDU11：CSU4：DP2 215十55十17＝28

≠Q87（57．7） 57年 R⑧
（第4次） 61～63 CDU12＝CSU4：FDP5 192十50十67

j309（6L9） 61年 P．⑦

エアハルト（第1次〉 63～65 〃 ” 〃 P⑦
（第2次） 65～66 CDU13：CSU5：FDP4 196＋49十49

≠Q94（59，3） 65年 P．⑦

キージンガー 66－69 CDU8；CSU3＝SPD9 196十49十202
≠S47（90．1）

〃 R⑧
プラント　（第1次） 69～72 SPD12：FDP3 224十30こ254

@　　　（51．2） 69年 P⑦
（第2次） 72～74 SPD13：FDP5 230十41≧271

@　　　（54，6） 72年 R⑦
シュミット（第1次） 74776 SPD12：FDP4 〃

ノ
ノ P⑦

〔第2次） 76～80 SPD12：FDP4 214十39こ253
@　　　（51．0） 76年

‘P⑦

〔第3次） 80～ 〃 218→一53＝271
@　　　（54．6＞ 80年 P⑦

　
●
ア
デ
ナ
ゥ
ア
ー
の
連
合
政
権

　
一
九
四
九
年
八
月
に
行
な
わ
れ
た
第
一
回
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
一
一

も
の
政
党
が
議
会
進
出
を
果
た
し
、
典
型
的
な
多
党
化
状
況
を
現
出
さ
せ

　
　
　
　
　
（
4
）

た
（
表
2
参
照
）
。
選
挙
前
は
、
　
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
か
ら
の
熱
烈
な
支
持

者
を
持
ち
、
戦
後
素
早
く
組
織
再
建
を
は
か
っ
た
社
会
民
主
党
の
有
利
が

予
想
さ
れ
て
い
た
。
】
方
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会

同
盟
は
、
一
九
四
五
年
に
創
設
さ
れ
た
ぼ
か
り
で
あ
り
、
未
だ
、
言
葉
の

厳
格
な
意
味
で
の
く
政
党
〉
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
〈
キ
リ
ス
ト

教
V
と
い
う
名
称
を
使
っ
て
活
動
し
て
い
る
州
レ
ベ
ル
の
政
治
団
体
の
連

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

合
体
で
し
が
な
か
っ
た
。

　
し
か
も
、
そ
の
陣
営
内
に
は
エ
ア
ハ
ル
ト
　
ピ
信
自
乱
σ
q
国
魯
碧
ら
と
ア

デ
ナ
ウ
ア
ー
国
。
肩
巴
》
O
①
づ
窪
醇
の
間
に
、
激
し
い
個
人
的
な
反
目

が
あ
り
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
円
滑
に
進
ま
な
か
っ
た
。
一
方
、
左
の

陣
営
で
は
冷
戦
の
進
展
と
ソ
連
に
対
す
る
猜
疑
心
の
高
揚
が
ド
イ
ツ
共
産

党
K
P
D
の
票
を
社
民
党
に
移
動
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
現
存
す
る
西
ド
イ
ツ
の
政
党
の
中
で
最
古
の
歴
史
を
持
ち
な
が
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政党政治と政権パターン

表2：1949年連邦議会選挙

計間接議席直接議席得票率（％）

CDU
CSU
SPD

FDP／DVP／BDV
KPD
BP
DP
Z

WAV
DReP／DKP
その他　　・

25．2

5．8

29．2

11．9

5．7

4．2

4．0

3．1

2．9

1．9

6．2

91

24

96

12

11

5

3

24

35

40

15

6

12

10

12

5

1

1ユ

Σ

1
∈

ε

】

】

］

】

1

合計　　　　　　　　　242　　160　 4（

＊CDU＝キリスト教民主同盟，　CSU＝キリスト教社会同盟，　SPD＝社会民主党，　FDP＝

　自由民主党，DVP＝ドイツ人民党，　BDVゴブレーメン民主人民党，　KPD＝共産党，

　BP＝バイエルン党，　DP＝ドイツ党，　Z＝中央党，　WAV＝経済再建連盟，　D　Rep＝ド

　イツ正義党，DKP＝ドイツ共産党

＊T，Burkett，1975．

一
溜
拶
η
揚
5
4
豆

ら
、
第
二
次
大
戦
の
戦
乱
の
中
で
党
幹
部
が
外
国
に
亡
命
し
た

と
い
う
事
実
の
故
に
、
国
民
か
ら
疑
惑
の
目
で
見
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
負
い
目
と
ド
イ
ツ
そ
の
も
の
の
二
分
割
の
た
め

に
大
打
撃
を
受
け
て
い
た
社
民
党
は
、
そ
の
好
意
的
な
予
想
に

応
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
社
民
党
指
導
部
の
大
半
は
、

実
際
の
と
こ
ろ
、
東
側
ド
イ
ツ
の
出
身
者
で
あ
っ
た
）
。
確
か

に
社
民
党
の
基
礎
力
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
な
が
ら
も
他
を
圧

し
て
い
た
。
四
七
年
末
時
点
で
八
七
万
五
〇
〇
〇
の
党
員
を
持

つ
大
衆
組
織
政
党
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
　
「
モ
ア
ビ
ッ
ト
の
刑
事

裁
判
所
に
あ
る
ベ
ル
リ
ン
牢
獄
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
反
ヒ
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
抵
抗
者
た
ち
の
首
唱
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
」
キ
リ
ス
ト
教
民

主
同
盟
の
経
済
繁
栄
至
上
主
義
の
前
で
は
、
そ
の
基
礎
力
も
空

転
し
た
。
四
六
年
五
月
一
〇
日
に
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
！
市
で
開
か
れ

た
社
民
党
大
会
で
戦
後
再
建
期
の
初
代
リ
ー
ダ
ー
に
指
名
さ
れ

た
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
区
貫
け
ω
。
夏
ヨ
舘
げ
興
の
期
待
は
見
事

に
裏
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
民
族
主
義
・
民
主
主
義
・
社
会
主

義
を
三
位
一
体
関
係
で
と
ら
え
る
こ
の
反
共
の
闘
士
は
、
得
票
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率
二
九
．
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
議
席
数
一
三
一
と
い
う
数
字
に
失
望
さ
せ
ら
れ
た
。
　
（
だ
が
、
彼
は
「
労
働
者
的
国
民
政
党
」
へ
と
党
を
脱
　
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

皮
さ
せ
る
努
力
を
五
二
年
八
月
に
死
亡
す
る
ま
で
続
け
た
）
。

　
一
九
四
九
年
八
月
の
第
一
回
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
登
録
有
権
者
三
＝
一
八
万
七
六
〇
〇
の
う
ち
七
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
投
票
場
に

足
を
運
ん
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
が
辛
う
じ
て
第
一
党
の
地
位
を
手
に
し
た
（
＝
二
九
議
席
）
。
当
初
は
、

二
大
政
党
に
よ
る
挙
国
一
致
大
連
合
政
権
構
想
が
提
案
さ
れ
た
が
、
着
実
に
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
成
功
し
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

は
、
そ
の
構
想
を
拒
否
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
自
由
民
主
党
、
ド
イ
ツ
党
D
P
と
の
連
合
政
権
を
形
成
し
た
。
　
（
首
班
指
名
選
挙
で
は
四

〇
二
票
中
過
半
数
ぎ
り
ぎ
り
の
二
〇
二
票
）
。
こ
れ
以
後
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
　
一
四
年
間
の
永
き
に
わ
た
っ
て
政
権
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
野
党
第
一
党
で
あ
る
社
民
党
の
リ
ー
ダ
…
の
政
党
戦
略
が
、
あ
る
意
味
で
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
権
力
強
化
に
貢
献
し
た
。
シ
ュ
ー
マ
ッ

ハ
ー
は
、
選
挙
結
果
と
連
合
政
権
の
存
在
と
い
う
現
実
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
に
行
動
し
た
だ
け
で
な
く
、
社
民
党
が
ま
る
で
政
権
担
当

政
党
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
舞
っ
た
。
彼
の
行
動
を
見
る
と
、
野
党
の
演
じ
る
べ
き
役
割
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
、
兄
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
、
政
権
代
案
の
提
示
に
も
意
を
用
い
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
議
会
外
戦
略
も
拙
劣
で
あ
っ
た
。
彼
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
自
負
し
な
が
ら
も
、
選
挙
基
盤
の
拡
充
と
広
大
な
利
益
の
集
約
に
は
大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
に
敵
対
の
牙
を
む
い
た
た
め
に
、
彼
ら
を
カ
ソ
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
統
一
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
C
D
U

／
C
S
U
の
熱
烈
隻
薯
に
改
宗
さ
せ
て
し
ま
・
傭
．
政
府
や
篠
難
壁
の
絆
を
必
要
と
す
る
労
働
組
合
と
の
有
効
な
関
係
の
樹
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
も
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
。

　
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
後
を
継
い
だ
E
・
オ
ー
レ
ン
ハ
ウ
ア
…
国
ユ
。
ず
9
冨
づ
7
窪
興
も
、
党
の
躍
進
に
は
砥
と
ん
ど
貢
献
し
な
か
っ
た
。
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彼
は
典
型
的
な
党
官
僚
で
あ
り
、
組
織
の
人
で
あ
っ
た
。
　
「
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
よ
き
女
房
役
と
し
て
党
内
の
調
整
に
つ
と
め
は
し
た
も

の
の
ト
ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
に
は
不
可
欠
の
強
烈
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
欠
け
、
新
し
い
政
治
情
勢
の
変
化
の
な
か
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

明
確
な
路
線
を
打
ち
出
し
、
党
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
。
彼
の
時
代
は
何
よ
り
も
停
滞
と
模
索
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
三
年
選
挙
で
、
ア
デ
ナ
ウ
ァ
ー
は
そ
の
権
力
基
盤
を
大
幅
に
拡
大
し
た
。
自
党
の
得
票
率
を
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
も
伸
ば
し
、
議

席
を
一
〇
四
も
上
積
み
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
前
政
党
の
系
譜
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
広
大
な
利
益
の
複
合
体
を
標
榜
し
て
、
本
質

的
に
は
新
し
く
誕
生
し
だ
戦
後
政
党
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
C
D
U
／
C
S
U
は
、
確
実
に
そ
の
根
を
張
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
選

挙
か
ら
阻
止
条
項
（
五
パ
ー
セ
ン
ト
条
項
）
が
新
た
に
導
入
さ
れ
、
小
党
の
整
理
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
制
御
装
置
は
、

破
片
政
党
が
乱
立
す
る
政
党
政
治
シ
ス
テ
ム
か
ら
安
定
し
た
政
党
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
加
速
装
置
の
一
つ
と
な
っ
た
。

社
民
党
は
、
得
票
数
で
も
議
席
数
で
も
伸
び
、
議
席
は
一
五
一
と
な
っ
た
が
（
二
〇
議
席
増
）
、
有
権
者
の
増
加
（
登
録
有
権
者
数
一
三
三

二
万
九
〇
〇
人
）
と
投
票
率
の
伸
び
（
七
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
有
効
に
吸
収
し
得
ず
、
得
票
率
そ
の
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

○
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
下
落
し
、
敗
北
し
た
（
表
3
参
照
）
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
第
二
次
政
権
に
は
、
新
た
に
難
民
同
盟
（
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
）

B
H
E
も
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
加
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
議
席
の
三
分
の
二
を
制
す
る
堂
々
た
る
過
大
規
模
連
合
政
権
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貧
欲
な
議
席
拡
張
主
義
者
で
あ
る
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
連
合
交
渉
に
不
可
欠
の
ペ
イ
・
オ
フ
が
閣
僚
ポ
ス
ト
で
あ

る
こ
と
を
熟
知
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
新
た
に
四
つ
の
大
臣
ポ
ス
ト
を
作
っ
た
。
四
年
前
、
僅
か
一
票
差
で
首
班
指
名
を
受
け
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

考
え
れ
ば
、
文
字
通
り
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
経
歴
の
絶
頂
に
到
達
し
た
。
議
会
内
に
は
「
こ
の
四
年
の
間
に
コ
ソ
ラ
ッ
ト
．
ア
デ
ナ
ウ
ア

ー
を
首
相
と
仰
ぎ
、
ド
イ
ツ
国
民
は
悲
惨
・
飢
餓
・
致
命
的
な
孤
立
か
ら
救
い
だ
さ
れ
た
」
と
い
う
選
挙
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
支
持
す
る
同
志

が
三
三
三
名
も
い
輪
．
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
に
し
て
み
れ
ば
・
ポ
ス
ト
急
造
策
だ
け
で
こ
の
絶
頂
感
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
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表3　1953年連邦議会選挙

計間接議席

撤
留
雌
4
8
即
焉
3

飢
悪
妻
・
禦

487245

得票率（％）　増・減（％）　　直接議席

CDU
CSU
SPD
FDP
GB／BHE
DP
Z

KPD
その他

合　計

36．4

8．8

28．8

9．5

5．9

3．2

0．8

2．2

4．4

十11．4

＋3，0

－0，4

－2．4

一〇。8

－2。3

－3．5

－1．8

130

42

45

15

10

1

242

＊うち一人はCDUのメンバーでもある．

＊GB／BHE＝全ドイツ・ブロック（難民同盟），　KPD＝共産党．

＊T．Burkett，1975．

ら
、
こ
れ
ほ
ど
安
い
買
物
は
な
か
ろ
う
。
〈
連
合
形
成
地
位
〉
の
観
点
か
ら

ぱ
、
、
ハ
余
分
な
党
∀
と
い
う
こ
と
に
な
る
ド
イ
ツ
党
（
…
五
議
席
）
、
難
民

同
盟
（
二
七
議
席
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
閣
僚
ポ
ス
ト
を
与
え
ら
れ
、
ア

デ
ナ
ウ
ア
i
陣
営
に
加
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
七
年
連
邦
議
会
選
挙
は
西
ド
イ
ツ
政
党
政
治
に
と
っ
て
重
大
な
転

換
点
と
な
っ
た
。
先
ず
第
一
に
、
こ
の
選
挙
で
は
、
戦
後
期
政
治
を
彩
っ
て

い
た
弱
小
政
党
の
整
理
が
一
層
進
み
、
文
字
通
り
壊
滅
し
た
。
そ
の
た
め
、

C
D
U
／
C
S
U
、
S
P
D
の
市
場
占
有
率
が
八
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
台
に

乗
っ
た
。
安
定
し
た
政
党
多
元
主
義
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に

導
入
し
た
阻
止
条
項
が
着
実
に
そ
の
効
用
を
証
明
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

西
ド
イ
ツ
政
党
政
治
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
く
極
端
な
多
党
制
〉
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
ユ
）

特
徴
が
一
挙
に
薄
ら
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
　
（
表
4
、
図
5
参
照
）
。
第
二
に
、

C
D
U
／
C
S
U
が
、
二
七
〇
議
席
獲
得
し
、
戦
後
初
め
て
、
単
独
過
半
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

政
党
が
誕
生
し
た
（
表
6
参
照
）
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
　
こ
の
記
録
は
破
ら

れ
て
い
な
い
。
一
方
、
社
民
党
は
、
得
票
率
（
一
一
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
で

も
議
席
数
（
一
六
九
議
席
）
で
も
従
来
の
記
録
を
塗
り
変
．
え
る
ほ
ど
躍
進

し
、
待
望
の
三
割
政
党
に
成
長
し
た
け
れ
ど
も
、
　
「
奇
跡
の
経
済
復
興
」
を
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表4　二大政党による市場占有率

選挙年 CDU－CSU
　（％）

SPD
（％）

　
）
計
％
　
（

1949

1953

1957

1961

1965

1969

1972

1976

1980

31．0

45，2

50．2

45．4

47．6

46．1

44．9

48．6

44．5

29．2

28．8

31．8

36．2

39。3

42．7

45．8

42．6

42．9

60．2

74．0

82．0

81．6

86．9

88，8

90．7

91．2

87．4

＊G．Smith，1979．

　　　　　　図5

（選挙年）

1949年

1953年

1957年

1961年

1965年

1969年

1972年

1976年

1980年

CDU／CSU

西ドイツ連邦議会の3党化過程

＿＿1樵，
139 131 52

243 151

402議席
二全ドイツ・1ブロック（難民同盟）

陶lr一ドイツ党15

48
＿中央党3

487議席

ドイツ党17

、

、

242 190 　67
覧

、

、

245 202 49

、

、

　　　　　　　　　　　、

243 214

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　ノ

　39
’

’

497議席

499議席

496議席

496議席

496議席

496議席

497議席

＊佐瀬昌盛，1979．
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表6：1957年連邦議会選挙

合計間接議席直接議席増・減（％）得票率（％）

215

55

169

41

17

68

　　8

123

40

11

川
4
7
4
6
1
6
「

十5．4

－0．5

＋3，0

－1．8

－0．4

－4．1

41．9

8．3

31．8

7。7

2．8

7．5

CDU
CSU
SPD
FDP
DP
その他

497250247計合

＊T．Burkett，1975．

強
調
し
有
権
者
に
肉
迫
す
る
保
守
陣
営
の
覇
気
を
前
に
し
て
は
、
力
量
不
足
の
感
は
否
定
し
得

な
か
っ
た
。
C
D
U
／
C
S
U
は
、
こ
の
結
果
、
政
権
担
当
政
党
と
し
て
揺
ぎ
な
い
地
位
を
確

保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
保
守
大
勝
の
原
因
は
、
成
長
至
上
主
義
経
済
政
策
の
成
功
と
支
持
基

盤
（
婦
人
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
、
地
方
居
住
者
、
高
年
齢
層
）
の
拡
充
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
選
挙
後
の
政
権
形
成
過
程
で
、
ア
デ
ナ
ゥ
ア
ー
は
三
つ
の
選
択
肢
を
持
っ
て
い
た
。
選
択
肢

ω
”
政
党
政
治
の
一
般
的
ル
ー
ル
に
従
づ
て
、
単
独
過
半
数
政
権
で
政
局
運
営
に
臨
む
。
選
択

肢
㈹
”
永
年
の
友
党
で
あ
る
自
由
民
主
党
と
の
信
義
を
重
視
し
て
、
敢
え
て
過
大
規
模
連
合
政

権
を
形
成
す
る
。
だ
が
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
～
は
そ
の
ど
ち
ら
を
も
選
択
し
な
か
っ
た
。
彼
は
選
択

肢
価
を
実
行
し
た
。
つ
ま
り
彼
は
、
過
去
三
回
の
連
邦
議
会
選
挙
で
C
D
U
が
背
後
か
ら
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

を
与
え
て
い
た
右
の
小
党
で
あ
る
ド
イ
ツ
党
D
P
（
一
七
議
席
）
を
こ
の
度
も
閣
内
に
包
摂

し
、
連
合
政
権
の
伝
統
を
継
承
し
た
。
ド
イ
ツ
党
に
配
分
さ
れ
た
ペ
イ
・
オ
フ
は
、
第
一
次
・

第
二
次
ア
デ
ナ
ウ
ア
…
政
権
と
同
様
に
、
比
較
的
重
要
で
な
い
閣
僚
ポ
ス
ト
ニ
っ
で
あ
っ
た
。

第
三
次
ア
デ
ナ
ウ
ア
i
政
権
は
、
初
め
て
自
由
民
主
党
を
閣
外
に
放
逐
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
要
閣
僚
ポ
ス
ト
を
独
占
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
一
次
・
第
二
次
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
で

は
、
自
由
民
主
党
が
副
首
相
、
司
法
相
の
ポ
ス
ト
を
一
貫
し
て
獲
得
し
て
い
た
）
。
ド
イ
ツ
党

は
、
〈
連
合
形
成
地
位
〉
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
文
字
通
り
〈
余
分
な
党
〉
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
連
合
政
権
が
今
日
に
至
る
ま
で
一
度
も
大
き
な
途
絶
を
経
験
し
て
い
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な
い
の
は
、
無
力
な
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
閣
僚
ポ
ス
ト
を
配
分
し
敢
え
て
過
大
規
模
連
合
政
権
の
形
成
に
踏
み
切
っ
た
ア
デ
ナ
ウ

ア
ー
の
こ
の
時
の
決
断
の
お
か
げ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
高
度
経
済
成
長
の
進
展
と
並
行
し
て
ド
イ
ツ
人
の
政
治
組
織
忌
避
衝
動
が
顕
在
化
し
た
と
は
い
え
、
社
民
党
が
他
を
圧
す
る
大
衆
組
織

政
党
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。
強
固
な
基
礎
力
を
誇
り
な
が
ら
も
三
連
敗
を
喫
し
て
し
ま
っ
た
社
民
党
の
挫
折
感
は
小
さ

く
な
か
っ
た
。
〈
政
権
〉
を
射
程
距
離
に
収
め
た
本
格
的
な
軌
道
修
正
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
暗
黒
の
五
〇
年
代
を
克

服
し
、
政
権
に
肉
迫
す
る
た
め
に
は
、
無
為
に
敵
失
を
待
つ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
連
邦
議
会
選
挙
以
来
、
僅
か

一一

E
六
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
得
票
率
を
伸
ば
せ
な
か
っ
た
社
民
党
に
と
っ
て
は
（
一
方
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
は
新
規
参
入
政
党

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
に
一
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
も
上
昇
さ
せ
て
い
た
）
、
積
極
的
な
自
己
変
革
で
も
し
な
い
限
り
、
政
権
担
当

へ
の
展
望
を
切
り
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
え
た
。
奇
跡
を
実
現
し
た
エ
ア
ハ
ル
ト
経
済
相
（
彼
は
一
九
四
九
年
九
月
に
第
一
次

ア
デ
ナ
ウ
ア
f
政
権
が
成
立
し
て
以
来
、
六
三
年
ま
で
の
一
四
年
間
、
経
済
相
の
ポ
ス
ト
を
占
有
し
た
）
の
成
長
政
策
を
前
に
し
て
、
社

民
党
は
一
方
的
な
防
戦
を
強
い
ら
れ
、
社
会
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。
経
済
的
繁
栄
を
享
受
し
て

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
化
し
た
国
民
に
対
応
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
は
、
党
自
体
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
化
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
九
年
一
一
月
一
五
日
の
党
臨
時
大
会
で
社
民
党
は
一
つ
の
選
択
を
断
行
し
、
反
転
攻
勢
へ
の
道
に
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

『
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
』
の
採
択
で
あ
る
。
こ
の
基
本
綱
領
は
、
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
離
陸
し
、
三
つ
の
歴
史
的
妥

協
（
つ
ま
り
、
ω
国
家
と
の
妥
協
、
㎝
国
防
軍
と
の
妥
協
、
㈹
キ
リ
ス
ト
教
と
の
妥
協
）
を
基
礎
に
、
〈
労
働
者
の
階
級
政
党
〉
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

〈
国
民
政
党
V
へ
の
脱
皮
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
H
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
閏
①
巨
葺
ω
o
げ
9
一
鼻
、
K
・
シ
ラ
ー
国
9
二
ω
〇
三
二
臼

ら
の
柔
軟
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
、
元
共
産
党
員
H
・
ヴ
ェ
ー
ナ
i
匡
①
菩
①
算
毛
①
ゴ
三
一
の
拾
頭
が
、
政
党
内
政
治
の
色
調
変
更
、
過
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去
か
ら
の
果
敢
な
る
飛
躍
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
・
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
が
H
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
団
・
。
．
。
匡
垂
．
。
づ
の
指
。
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

導
の
下
で
実
現
し
た
政
党
位
置
変
換
作
業
に
似
て
い
る
。
ラ
イ
バ
ル
へ
の
順
応
・
追
随
主
義
ヨ
①
み
o
o
冨
ヨ
に
よ
っ
て
、
保
守
陣
営
に
対

抗
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
意
灘
・
そ
の
綱
領
の
四
つ
の
柱
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ω
労
讐
階
級
の
国
家
へ
の
統
貧
㈹
思
想
と
思
考

の
多
元
性
・
多
岐
性
、
㈹
労
働
者
階
級
と
国
防
軍
、
労
働
者
階
級
と
カ
ソ
リ
ッ
ク
と
の
和
解
、
㈹
社
会
化
イ
コ
ー
ル
社
会
主
義
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

・
へ
信
仰
∀
か
ら
の
解
放
。

　
だ
が
、
政
治
の
世
界
で
は
、
理
論
の
正
当
化
は
自
動
的
に
そ
の
即
時
実
体
化
を
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
路
線
の
変
更
が
素
直

に
国
民
に
よ
っ
て
信
用
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
も
限
ら
な
い
。
一
九
六
一
年
連
邦
議
会
選
挙
で
、
社
民
党
は
得
票
率
を
四
．
四
パ
ー

セ
ン
ト
も
上
昇
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
連
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
に
よ
っ
て
政
党
間
距
離
は
大
幅

に
縮
小
し
た
が
、
国
民
は
未
だ
そ
の
綱
領
を
有
効
な
政
権
代
案
と
し
て
信
頼
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
こ
の
選
挙
で
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
第
一
党
の
地
位
こ
そ
確
保
し
た
も
の
の
単
独
過
半
数
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
八
五
歳
の
老
政

治
家
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
由
民
主
党
を
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
択
し
た
。
し
か
し
、
前
回
選
挙
よ
り
二
六
議
席
増
や
し
意
気
上
が

る
自
由
民
主
党
は
（
表
7
参
照
）
、
簡
単
に
閣
外
に
追
い
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
一
九
五
七
年
の
記
憶
と
あ
い
ま
っ
て
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
に

連
合
参
加
の
即
答
を
避
け
た
。
そ
の
結
果
、
連
合
交
渉
に
六
五
日
間
か
か
っ
た
。
自
由
民
主
党
は
入
閣
条
件
を
提
示
し
た
。
第
一
の
条
件

と
し
て
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
i
首
相
が
次
回
選
挙
ま
で
に
辞
職
す
る
こ
と
を
文
書
化
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
自
由
民
主
党
は
何
よ
り
も
、
政
権

復
帰
を
切
望
し
て
い
た
が
、
反
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
担
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
入
閣
す
る
た
め
に
は
態
度
変
更
を

正
当
化
す
る
た
め
の
手
続
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
か
ら
出
来
る
限
り
の
譲
歩
を
絞
り
出
さ
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ

輸．

�
鰍
ﾍ
閣
僚
ボ
ス
差
四
・
増
設
・
自
由
民
主
党
に
五
ボ
ス
・
与
え
た
。
畠
民
主
党
は
司
法
相
の
み
な
ら
ず
財
務
相
の
ポ
ス
ト



政党政治と政権パターン

表7：西ドイツ連邦議会選挙

1961年選挙 1965年選挙 1969年選挙 1972年選挙 1976年選挙 1980年選挙

政党名

議席数
得票率

i％）
議席数
得票率

i％）
議席数
得票率

i％）
議席数
得票率

i％）
　　1c席数

得票率

唐
議席数
得票率

i％）

SPD

bDU・CSU

eDP

ｻの他

190

Q42

U7

@0

36．2

S5．4

P2．8

S．6

202

Q45

S9

@0

39．3

S7．7

X．5

R．5

224

Q42

R0

@0

42．7

S6．1

T．8

T．4

230

Q24

S2

@0

45．9

S4．8

W．4

O．9

214

Q43

R9

@0

42．6

S8．6

V．9

O．9

218

Q26

T3

@0

42．9

S4．5

P0．6

Q．0

合　　計 499 496 496 496 496 497

投票率 87．7（％） 86．8（％） 86．7（％ノ 91．2（％） 90．7「 88．7（％）

ま
で
も
要
求
し
、
獲
得
し
た
，

　
既
に
、
ア
デ
ナ
ゥ
ア
ー
の
人
気
は
一
九
五
九
年
以
来
目
立
っ
て
下
降
線
を
描
き

始
め
て
い
た
。
党
内
に
あ
っ
て
も
エ
ア
ハ
ル
ト
や
G
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
○
①
3
鍵
O

ω
。
耳
α
O
巽
ら
の
廻
米
学
派
が
公
然
と
不
満
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
老
首
相
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
な
形
で
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
事
件
が
発
生
し

た
。
週
刊
誌
『
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
』
に
よ
る
北
大
西
洋
条
約
機
構
と
西
ド
イ
ツ
の
軍

事
機
密
漏
洩
事
件
は
、
第
四
次
ア
デ
ナ
ウ
ア
i
政
権
（
一
九
六
一
年
一
一
月
成
立
）

を
根
底
か
ら
揺
す
ぶ
る
事
件
に
ま
で
発
展
し
た
。
自
由
民
主
党
の
五
閣
僚
が
辞
職

し
た
時
、
内
閣
は
危
機
に
瀕
し
た
。
こ
こ
で
、
〈
連
合
形
成
地
位
∀
が
興
味
深
い

問
題
と
し
て
浮
上
す
る
。
第
三
次
ア
デ
ナ
ウ
ア
i
政
権
の
場
合
に
は
、
連
合
パ
ー

ト
ナ
ー
の
数
は
二
、
議
会
内
与
党
の
合
計
議
席
数
は
二
八
七
、
議
席
占
有
率
は
五

七
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
一
方
、
第
四
次
ア
デ
ナ
ウ
ア
i
政
権
の
場
合
に

は
、
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
の
数
は
同
じ
く
二
、
議
会
内
与
党
の
合
計
議
席
数
は
第
三

次
政
権
を
二
二
も
上
回
る
三
〇
九
、
議
席
占
有
率
は
第
三
次
政
権
を
四
・
ニ
パ
ー

セ
ソ
ト
上
回
る
六
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
第

四
次
政
権
に
内
閣
危
機
が
あ
り
、
第
三
次
政
権
に
そ
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
は
不
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
7

議
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
両
者
は
決
定
的
に
違
う
内
閣
で
あ
る
。
第
　
－



三
次
政
権
に
お
け
る
ド
イ
ツ
党
（
一
七
議
席
）
は
く
余
分
な
党
〉
で
あ
り
、
そ
れ
を
除
い
た
二
七
〇
議
席
だ
け
で
も
議
会
・
政
権
運
営
は

可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
第
四
次
政
権
に
お
け
る
自
由
民
主
党
は
〈
余
分
な
党
〉
で
は
な
く
く
ど
う
し
て
も
必
要
な
党
V
で
あ
り
、
単
な
る

ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
で
は
な
く
、
政
権
形
成
に
不
可
欠
の
〈
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
〉
に
近
い
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
二
八

議
席
減
ら
し
て
過
半
数
を
割
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
が
、
政
権
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
ど
う
し
て
も
包
摂
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
党
で
あ
る
。
第
三
次
政
権
に
お
け
る
ド
イ
ツ
党
の
一
七
議
席
と
第
四
次
政
権
に
お
け
る
自
由
民
主
党
の
六
七
議
席
は
た
だ
単

に
数
字
の
大
小
に
関
わ
る
相
違
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
過
大
規
模
連
合
政
権
に
お
け
る
〈
余
分
な
党
〉
は
、
最
小
勝
利
連
合
政
権
に
お
け

る
く
必
要
な
党
V
ほ
ど
の
威
嚇
力
も
有
力
感
も
持
ち
得
な
い
の
で
あ
る
。
連
合
政
治
状
況
に
お
い
て
は
、
議
会
内
与
党
の
規
模
（
こ
の
場

合
、
二
八
七
議
席
対
三
〇
九
議
席
）
だ
け
で
政
権
の
性
格
と
運
命
を
判
断
す
る
こ
と
ほ
ど
危
険
な
こ
と
は
な
い
（
こ
の
場
合
、
安
定
多
数

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
後
者
の
ほ
う
が
前
者
よ
り
、
安
定
度
が
高
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
判
断
）
。
重
要
な
の
は
、
単
な
る
数
的
規
模
で

は
な
く
、
〈
連
合
形
成
地
位
〉
で
あ
り
、
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
の
数
、
政
治
的
距
離
、
凝
集
力
、
相
互
威
嚇
力
、
な
の
で
あ
る
。
簡
単
に
閣

外
放
逐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
｝
九
五
七
年
の
記
憶
を
完
全
に
払
拭
し
得
な
い
で
い
る
自
由
民
主
党
が
、
威
嚇
力
行
使
に
よ
る
発
言
力
強
化
策

に
出
た
と
し
て
も
、
あ
る
意
味
で
、
当
然
の
行
動
で
あ
っ
た
。

　
八
内
閣
危
機
〉
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
ま
で
も
が
内
閣
総
辞
職
や
む
な
し
と
の
決
断
に
至
り
、
同
党
所
属
の
全
閣
僚
が
ア
デ
ナ
ウ

ア
ー
首
相
に
辞
表
を
提
出
し
た
時
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
懸
命
に
局
面
打
開
策
を
模
索
し
て
い
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
首
相
は
、
自
ら
は
乗
り
気

で
は
な
か
っ
た
が
、
党
内
の
反
ア
デ
ナ
ウ
ア
i
派
の
爾
策
・
勧
告
も
あ
っ
て
、
社
民
党
と
の
大
連
合
政
権
構
想
の
交
渉
に
入
っ
た
。
だ
が

こ
の
交
渉
は
、
過
去
の
経
緯
と
政
党
間
距
離
の
大
き
さ
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
す
ぐ
に
決
裂
し
た
。
結
局
、
自
由
民
主
党
が
数
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

く
の
条
件
を
つ
け
て
再
入
閣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
条
件
の
中
心
的
内
容
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
早
期
引
退
の
確
約
で
あ
っ
た
。

108



　
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
事
件
の
傷
は
深
く
、
彼
に
は
も
は
や
政
権
を
維
持
す
る
に
足
る
だ
け
の
力
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
三
年
一
〇
月
、
八
七

歳
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
首
相
の
座
を
降
り
た
。
だ
が
、
後
継
者
エ
ァ
ハ
ル
ト
の
政
権
担
当
能
力
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
彼
ぱ
、
党
首
職
は

辞
さ
ず
、
党
内
に
い
る
ア
デ
ナ
ゥ
ア
ー
崇
拝
者
グ
ル
ー
プ
を
基
礎
に
党
内
支
配
力
の
温
存
を
画
策
し
た
。

政党政治と政権パターン

　
●
エ
ア
ハ
ル
ト
の
連
合
政
権

　
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
・
社
会
同
盟
と
自
由
民
主
党
と
の
間
で
進
展
し
た
〈
政
党
間
政
治
〉
の
論
理
と
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
・
社

会
同
盟
の
内
部
で
進
展
し
た
く
政
党
内
政
治
V
の
論
理
が
「
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
退
陣
」
で
波
長
を
合
わ
し
た
時
に
誕
生
し
た
の
が
エ
ア
ハ
ル

ト
政
権
で
あ
っ
た
。
一
九
六
三
年
一
〇
月
に
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
を
後
継
し
て
首
相
に
就
任
し
た
時
、
彼
の
資
格
証
明
書
に
は
一
点
の
汚
点
も

　
　
　
（
％
）

な
か
っ
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
個
入
的
敵
対
行
為
が
党
内
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
万
事
が
順

調
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。
前
政
権
の
後
半
に
比
べ
、
自
由
民
主
党
と
の
関
係
は
好
ま
し
い
状
態
に
あ
っ
た
。
エ
ア
ハ
ル
ト
の
名
は
、
国

民
の
心
の
中
で
は
、
　
「
経
済
奇
跡
の
父
」
と
結
び
付
い
て
い
た
。
党
内
で
は
、
　
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
の
集
票
エ
ソ
ジ
ソ
O
u
弓
ω

〈
9
？
≦
冒
黒
黒
σ
q
①
づ
α
q
ぢ
①
」
と
期
待
さ
れ
た
。
自
由
民
主
党
に
し
て
も
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
引
退
を
実
現
し
た
だ
け
で
な
く
、
自
党
の
経

済
政
策
に
一
致
す
る
経
済
哲
学
の
持
ち
主
と
協
働
で
き
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
た
。
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
相
互
接
近
と
凝
集
力
の
向
上

か
ら
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
・
社
会
同
盟
と
自
由
民
主
党
と
の
連
合
は
無
限
に
続
く
か
の
印
象
を
与
え
た
。
だ
が
、
結
果
と
し

て
、
エ
ァ
ハ
ル
ト
は
政
党
政
治
の
過
渡
期
に
最
前
線
に
浮
上
し
た
過
渡
期
リ
ー
ダ
ー
茸
魯
ω
一
二
〇
窓
＝
o
羅
臼
の
運
命
を
辿
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
（
勿
）

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

　
一
九
六
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
エ
ア
ハ
ル
ト
陣
営
は
「
経
済
奇
跡
の
父
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
積
極
的
に
展
開
し
、
僅
か
（
二
・
三
　
1



パ
ー
セ
ン
ト
）
で
は
あ
る
が
得
票
率
を
伸
ば
す
こ
と
に
成
功
し
た
（
表
7
参
照
）
。
こ
の
選
挙
で
は
、
明
確
な
争
点
を
提
示
で
き
な
か
っ

た
自
由
民
主
党
が
得
票
率
で
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
議
席
数
で
一
八
後
退
し
、
敗
北
し
た
。
し
か
し
、
自
由
民
主
党
に
し
て
み
れ
ぽ
、
キ

リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
・
社
会
同
盟
の
過
半
数
確
保
を
阻
止
で
き
れ
ぽ
、
ま
た
、
大
政
党
間
の
小
党
封
じ
込
め
策
謀
を
打
破
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ぽ
、
政
権
か
ら
放
逐
さ
れ
る
恐
れ
は
な
い
し
、
威
嚇
力
と
政
権
党
と
し
て
の
有
力
感
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
選
挙
結
果

に
失
望
し
た
の
は
、
む
し
ろ
上
昇
曲
線
を
描
き
な
が
ら
も
五
連
敗
し
て
し
ま
っ
た
社
民
党
で
あ
る
。
E
・
オ
ー
レ
ン
ハ
ウ
ア
ー
国
H
ぎ
げ

9
一
Φ
夢
穿
話
の
死
後
（
一
九
六
三
年
置
、
社
民
党
を
指
導
し
て
き
た
ブ
ラ
ン
ト
芝
一
一
ξ
ゆ
轟
づ
島
は
、
与
党
と
の
差
を
大
幅
に
縮
小
さ

せ
な
が
ら
も
、
〈
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
ゲ
ッ
ト
ー
〉
を
抜
け
出
せ
ぬ
現
状
に
失
望
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
あ
る
意
味
で
、
エ
ア
ハ
ル
ト
首
相
は
不
運
の
政
治
家
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
戦
争
直
後
期
か
ら
保
守
陣
営
の
疑
う
か
た
な
き
ク
ラ
ウ
ン

・
プ
リ
ン
ス
と
称
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
前
任
者
の
長
期
に
わ
た
る
政
権
担
当
の
た
め
に
万
年
首
相
候
補
の
座
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
よ
う
や
く
に
し
て
政
権
を
手
に
し
た
時
に
は
（
自
由
民
主
党
と
の
連
合
政
権
）
、
ス
ロ
ー
プ
を
転
げ
落
ち
る
運
命
し
か
待
っ
て

い
な
か
っ
た
。
皮
肉
に
も
、
エ
ア
ハ
ル
ト
の
名
声
を
高
め
た
分
野
で
、
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
の
政
治
的
安
定
を
支
え
た
分
野
で
、
さ
ら
に
、

新
規
参
入
政
党
で
あ
る
C
D
U
／
C
S
U
を
堂
々
た
る
政
権
党
に
の
し
上
げ
た
分
野
で
、
つ
ま
り
経
済
政
策
の
分
野
で
、
エ
ァ
ハ
ル
ト
は

そ
の
政
治
生
命
を
失
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
六
六
年
夏
、
経
済
成
長
に
カ
ゲ
リ
が
見
え
始
め
た
。
「
○
月
二
七
日
、
直
接
的
に
は
予

算
問
題
を
め
ぐ
る
意
見
不
一
致
を
理
由
に
、
自
由
民
主
党
が
政
権
を
去
っ
た
。
自
由
民
主
党
が
閣
僚
引
揚
げ
策
に
出
た
理
由
は
、
一
体
何

で
あ
ろ
う
か
。
経
済
状
況
の
悪
化
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
条
件
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
時
点
の
自
由
民
主
党
に
と
っ
て
は
、
ポ

ス
ト
・
エ
ア
ハ
ル
ト
は
エ
ア
ハ
ル
ト
し
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。
エ
ア
ハ
ル
ト
以
上
の
代
案
が
な
い
こ
と
が
判
っ
て
い
な
が
ら
、
〈
内
閣
危

機
∀
を
演
出
し
た
の
は
、
部
分
的
に
は
、
党
戦
略
の
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
う
。
選
挙
で
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
自
由
民
主
党
が
、
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失
地
回
復
と
閣
内
発
言
力
の
強
化
、
政
党
政
治
シ
ス
テ
ム
上
の
地
位
改
善
を
狙
っ
て
、
閣
僚
総
引
揚
げ
と
い
う
威
嚇
策
に
出
た
と
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
先
ず
第
｝
に
、
エ
ア
ハ
ル
ト
政
権
の
〈
連
合
形
成
地
位
〉
は
く
最
小
勝
利
地
位
〉
で
あ
り
、
自
由
民
主
党
は
決
し
て

〈
余
分
な
党
〉
で
は
な
い
。
第
二
に
、
過
去
の
経
緯
と
政
策
距
離
の
大
き
さ
か
ら
い
っ
て
、
社
民
党
は
エ
ア
ハ
ル
ト
首
班
だ
け
は
ど
う
し

て
も
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
二
大
政
党
間
の
大
連
合
政
権
構
想
が
結
実
す
る
可
能
性
は
小
さ
い
は
ず
で
あ
る
。
自
由
民
主
党
の
読
み

と
戦
略
は
あ
る
意
味
で
は
正
し
か
っ
た
。
だ
が
、
弱
小
政
党
が
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
自
己
規
制
せ
ず
、
過
剰
演
出
に
走
っ
た

時
に
は
予
想
外
の
結
果
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
自
由
民
主
党
の
閣
僚
ポ
ス
ト
返
上
と
い
う
事
態
に
伴
な
っ
て
、
一
九
四
九
年
以
来
初
め
て
、
ご
く
短
期
間
な
が
ら
、
少
数
党
単
独
政
権

が
誕
生
し
た
。
エ
ア
ハ
ル
ト
首
相
は
、
社
民
党
の
攻
勢
に
直
面
し
て
、
辞
職
が
時
間
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
て
い
た
。
苦
境
に
陥
っ

た
エ
ア
ハ
ル
ト
を
無
視
し
て
、
政
党
間
交
渉
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。

政党政治と政権パターン

　
●
キ
ー
ジ
ン
ガ
ー
大
連
合
政
権

　
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
の
場
に
は
、
各
党
の
思
惑
が
複
雑
に
交
錯
し
て
い
た
。
先
ず
社
民
党
。
一
七
年
間
の
野
党
生
活
（
選

挙
で
五
連
敗
）
は
党
内
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
充
満
さ
せ
て
い
た
。
政
権
衝
動
に
駆
ら
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
そ

の
場
合
、
選
択
肢
は
二
つ
で
あ
る
。
第
一
は
、
自
由
民
主
党
と
の
連
合
。
だ
が
、
こ
の
連
合
に
は
未
だ
不
安
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
過

剰
策
謀
で
党
内
分
裂
を
最
近
に
な
っ
て
露
呈
し
始
め
た
党
を
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
ぶ
こ
と
は
、
連
合
形
成
に
よ
っ
て
確
保
で
き
る
議
会

内
議
席
の
少
な
さ
（
二
〇
ニ
プ
ラ
ス
四
九
で
過
半
数
を
上
回
る
こ
と
僅
か
六
議
席
）
を
考
え
て
も
、
冒
険
に
す
ぎ
る
。
第
二
の
選
択
肢
は
、

一
九
六
一
年
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
た
保
守
政
党
と
の
大
連
合
政
権
。
だ
が
、
こ
の
構
想
に
も
大
き
な
困
難
が
伴
な
っ
た
。
よ
し
ん
ば
政
権
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渇
仰
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
一
七
年
間
に
わ
た
っ
て
真
正
面
か
ら
敵
対
し
て
い
た
政
党
と
革
・
保
大
連
合
政
権
を
組
む
こ
と
は
、

「
真
正
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
化
」
と
い
う
非
難
を
喚
起
し
、
政
治
的
自
殺
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
一
方
、
小
党
の
威
嚇
と
脅
喝
に
だ
け
は
屈
し
た
く
な
い
と
考
え
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
に
と
っ
て
も
選
択
肢
は
二
つ
で

あ
っ
た
。
一
つ
は
下
野
。
第
二
の
選
択
肢
は
大
連
合
政
権
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
権
力
や
ポ
ス
ト
を
重
視
す
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
指

向
型
政
党
に
と
っ
て
、
政
権
復
帰
は
至
上
命
令
で
あ
る
。
決
断
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
K
・
G
・
キ
ー
ジ
ン
ガ
ー
囚
弩
7
0
①
霞
σ
q

国
冨
ω
冒
o
q
葭
を
首
班
候
補
と
し
て
提
案
し
た
。
社
民
党
執
行
部
は
、
党
内
論
争
が
沸
騰
す
る
中
で
、
七
三
対
一
九
の
票
決
を
も
っ
て
連
合

加
入
を
決
定
し
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
に
応
え
た
。
党
は
W
・
プ
ラ
ン
ト
を
、
議
会
内
議
席
の
実
に
九
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

制
す
る
平
時
・
大
連
合
政
権
の
副
首
相
兼
外
相
に
提
案
し
た
。
卓
抜
の
党
戦
略
家
H
・
ヴ
ェ
ー
ナ
ー
の
画
策
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
社
民
党

に
と
っ
て
こ
の
決
定
は
政
党
生
命
を
も
賭
し
た
大
き
な
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
結
果
的
に
は
、
こ
の
大
連
合
の
経
験
が
未
来
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肪
）

の
跳
躍
台
と
な
り
、
そ
の
後
の
長
期
安
定
政
権
へ
の
道
を
整
え
た
。
先
ず
、
政
権
担
当
能
力
を
事
実
と
し
て
誇
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
「
保
守
か
ら
革
新
へ
の
ラ
ジ
カ
ル
な
政
権
交
代
と
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
軋
礫
と
対
立
を
避
け
る
」
中
和
剤
的
役
割
を

そ
れ
に
果
た
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
、
　
「
保
守
勢
力
、
中
産
階
層
が
持
っ
て
い
た
社
会
民
主
党
政
権
に
た
い
す
る
「
種
の
危
惧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

念
を
か
な
り
の
程
度
ま
で
薄
め
る
の
に
役
立
っ
た
」
。
詳
し
く
は
過
大
規
模
連
合
政
権
の
項
に
譲
り
た
い
。
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●
プ
ラ
ン
ト
の
連
合
政
権

　
一
九
六
九
年
連
邦
議
会
選
挙
は
政
党
政
治
の
転
換
点
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
導
入
さ
れ
た
こ
の
選

挙
で
、
社
民
党
が
票
を
伸
ば
し
、
遂
に
〈
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
デ
ッ
ト
～
〉
を
打
ち
破
る
こ
と
に
成
功
し
た
（
四
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
。



政党政治と政権パターン

バ
ー
ト
．
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
に
よ
る
軌
道
修
正
が
国
民
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
大
連
合
政
権
の
実
績
に
よ
っ
て
政
権
担
当
能
力
を
認

め
ら
れ
た
こ
と
が
勝
因
で
あ
っ
た
。
社
民
党
は
こ
の
選
挙
で
、
国
民
政
党
へ
の
最
終
的
変
身
を
証
明
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
社
民
党
の
経
済

政
策
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
政
策
に
疑
念
を
抱
い
て
い
た
中
産
階
級
か
ら
の
支
持
を
、
従
来
の
支
持
基
盤
に
付
け
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
は
、
自
由
民
主
党
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
て
く
小
連
合
政
権
V
を
形
成
し
た
。
議
席
占
有
率
五
一
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
く
最
小

勝
利
連
合
政
権
V
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
自
由
民
主
党
の
内
部
で
は
プ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
懐
疑
心
が
一
部
で
渦
巻

い
て
い
た
。
連
合
政
党
の
合
計
議
席
数
は
過
半
数
を
＝
一
上
回
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
首
班
指
名
選
挙
で
の
プ
ラ
ン
ト
票
は
二
五

一
票
し
か
な
か
っ
た
。
だ
が
、
磐
石
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
こ
そ
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
ま
っ
た
く
新
し
い
パ
タ
ー
ン
の
連
合
政
権

は
、
西
ド
イ
ツ
の
政
党
政
治
に
一
つ
の
展
望
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
〈
政
権
交
代
V
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
小
連
合
政
権
の
経
験
は
社
民

党
に
、
何
に
も
ま
し
て
貴
重
な
政
治
資
源
を
与
え
た
。
政
権
担
当
の
自
信
で
あ
る
。
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
の
精
神
が
一
〇
年

後
、
見
事
に
開
花
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
二
年
連
邦
議
会
選
挙
は
、
こ
の
二
・
三
位
連
合
政
権
（
保
守
陣
営
は
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ノ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
と
呼
ん
だ
）
に
対
す
る

信
任
投
票
選
挙
で
も
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
ト
・
ブ
ー
ム
が
わ
き
、
社
民
党
は
初
め
て
待
望
の
第
一
党
の
地
位
に
躍
り
出
た
。
キ
リ
ス
ト
教
民

主
同
盟
の
若
き
R
・
バ
ル
ツ
ェ
ル
閑
ロ
冒
臼
じ
u
費
器
一
党
首
（
四
八
歳
）
の
入
気
を
圧
倒
的
に
引
離
し
、
プ
ラ
ン
ト
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
即
）

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
以
来
の
〈
高
い
山
〉
と
し
て
そ
び
え
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
東
方
外
交
に
信
任
を
得
た
プ
ラ
ン
ト
は
、
前
回
選
挙
で
戦
後

最
大
の
敗
北
を
喫
し
な
が
ら
も
今
回
選
挙
で
や
は
り
議
席
を
伸
ば
し
た
自
由
民
主
党
党
首
シ
ェ
ー
ル
乏
9
一
8
「
ω
9
Φ
①
一
外
相
と
共
に
、

連
合
政
権
を
継
続
す
る
旨
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。
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3

　
こ
の
選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
一
入
歳
に
引
下
げ
ら
れ
た
が
、
新
有
権
者
（
四
八
○
万
）
の
三
分
の
二
は
連
合
与
党
に
票
を
投
じ
た
。
　
1



経
済
政
策
以
外
の
綱
領
を
提
示
し
得
ぬ
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
に
は
、
党
首
．
ハ
ル
ツ
ェ
ル
の
不
人
気
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
彼
ら
を
引
き
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裂

け
る
力
は
な
か
っ
た
。

　
野
党
と
の
議
席
差
を
四
八
に
拡
大
し
、
政
権
基
盤
の
安
定
化
に
成
功
し
た
平
和
宰
相
プ
ラ
ン
ト
に
、
思
わ
ぬ
落
し
穴
が
待
っ
て
い
た
。

個
人
秘
書
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ギ
ヨ
ー
ム
○
冒
些
魯
O
巨
一
9
。
偉
目
。
が
東
ド
イ
ツ
の
ス
パ
イ
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
ギ
ヨ
ー
ム
事
件
（
噌
九

七
四
年
）
で
あ
る
ゆ
外
交
政
治
家
プ
ラ
ン
ト
の
名
声
を
高
め
、
同
時
代
政
治
家
の
中
で
他
を
圧
す
る
人
気
、
信
頼
、
信
望
を
彼
に
与
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
も
彼
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
そ
の
東
方
政
策
で
あ
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
彼
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
政
治
生
命
を
途
絶
さ
せ
た
の
も
や
は
り
東
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
事
件
の
責
任
を
と
っ
て
首
相
の
座
を
降
り
、
冷
徹
な
超
現

実
主
義
者
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
そ
の
ポ
ス
ト
を
譲
っ
た
。

　
●
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
連
合
政
権

　
前
政
権
の
後
半
か
ら
ブ
ラ
ン
ト
批
判
を
強
め
て
い
た
果
敢
な
る
決
断
の
政
治
家
シ
ュ
、
ミ
ッ
ト
は
、
外
に
あ
っ
て
は
欧
州
社
会
民
主
主
義

の
退
潮
、
南
欧
共
産
主
義
勢
力
の
拾
頭
と
い
う
情
勢
の
中
で
、
内
に
あ
っ
て
は
経
済
情
勢
の
悪
化
、
失
業
問
題
の
深
刻
化
と
い
う
情
勢
の
中

で
、
一
九
七
六
年
連
邦
議
会
選
挙
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
社
民
党
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
の
本
拠
地
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
大
敗
し

た
だ
け
で
な
く
、
伝
統
的
な
支
持
基
盤
で
あ
る
ル
ー
ル
地
方
や
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
で
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。

辛
う
じ
て
勝
利
し
た
も
の
の
、
議
席
数
、
得
票
率
と
も
後
退
し
、
僅
か
四
年
置
し
て
、
第
一
党
の
地
位
か
ら
滑
り
落
ち
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
自
由
民
主
党
（
三
九
議
席
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
て
形
成
さ
れ
た
二
・
三
位
連
合
政
権
（
第
二
次
シ
ュ
、
ミ
ッ
ト
政
権
）
の
野
党
と
の
議

席
差
は
僅
か
一
〇
で
あ
り
、
　
一
九
七
二
年
は
言
う
ま
で
も
な
く
（
四
八
議
席
差
）
、
　
一
九
六
九
年
の
政
権
（
一
二
議
席
差
）
に
比
べ
て
も
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縮
ま
っ
て
お
り
、
社
民
党
主
導
の
連
合
政
権
と
し
て
は
、
権
力
基
盤
が
最
も
弱
い
政
権
と
な
っ
た
。
経
済
的
大
不
況
は
西
側
先
進
諸
国
の

共
通
の
現
象
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
中
で
西
ド
イ
ツ
は
イ
ン
フ
レ
の
点
で
も
経
済
成
長
の
点
で
も
他
の
国
に
比
べ
れ
ば
良
好
な
状
態
に
あ
る

こ
と
、
し
か
も
、
経
済
成
長
と
失
業
問
題
が
回
復
基
調
に
あ
る
こ
と
。
こ
う
し
た
認
識
が
紙
一
重
の
と
こ
ろ
で
社
民
党
一
粟
由
民
主
党
の

連
合
政
権
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
あ
る
意
味
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
に
と
っ
て
は
、
一
九
八
○
年
連
邦
議
会
選
挙
の
ほ
う
が
試
練
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
年
一

月
の
ソ
連
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
進
攻
は
社
民
党
を
苦
境
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
一
〇
年
、
社
民
党
の
一
貫
し
た
表
看

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

板
は
緊
張
緩
和
政
策
（
デ
タ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
東
方
政
策
で
浮
上
し
た
ブ
ラ
ン
ト
が
東
独
ス
パ
イ
事
件
で
沈
潜
し
た
よ
う

に
、
ソ
連
軍
の
行
動
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
の
外
交
政
策
を
根
底
か
ら
崩
し
、
社
民
党
政
権
を
終
焉
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
新
し
い
政
治
結
社
・
〈
緑
の
党
〉
の
動
向
も
、
社
民
党
政
権
に
と
っ
て
は
不
気
味
で
あ
っ
た
。
緑
の
党
は
、
環
境
保
護
・
原
子
力
開

発
阻
止
と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
の
周
辺
に
結
集
し
た
市
民
運
動
、
群
小
政
党
の
緩
や
か
な
連
合
体
に
過
ぎ
な
い
が
、
地
方
議
会
で
の
躍
進
ぶ

り
を
見
る
と
、
そ
の
集
票
能
力
に
は
悔
れ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
不
安
材
料
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
先
ず
、
西
側
先
進
諸
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
国
民
の
中
道
指
向
が
、
西
ド
イ
ツ
で
も
指
摘

で
き
た
。
社
民
党
は
苦
戦
を
余
犠
な
く
さ
れ
て
も
、
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
自
由
民
主
党
は
躍
進
す
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
第
二
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

社
民
党
の
組
織
が
七
σ
年
代
の
中
期
に
入
っ
て
、
終
戦
直
後
期
の
水
準
を
突
破
し
、
一
〇
〇
万
党
員
に
接
近
し
て
い
た
（
表
8
参
照
）
。
大

衆
組
織
政
党
に
と
っ
て
は
、
党
員
数
の
膨
張
ほ
ど
望
ま
し
い
活
性
剤
は
な
い
。
第
三
に
、
与
党
で
あ
る
保
守
陣
営
が
分
裂
を
経
験
し
て
い

た
。
こ
の
分
裂
は
一
九
七
六
年
連
邦
議
会
選
挙
直
後
期
に
ま
で
遡
る
。
こ
の
総
選
挙
で
第
一
党
に
返
り
咲
き
な
が
ら
も
政
権
奪
還
に
失
敗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

し
た
保
守
陣
営
を
分
裂
の
嵐
が
襲
っ
た
。
〈
バ
イ
エ
ル
ン
の
暴
れ
ん
坊
〉
と
の
異
名
を
と
る
元
国
防
相
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
聞
旨
嵩
山
。
ω
o
h
　
　
－



表8：主要政党の党員数

1977
’000

1975
，000

1970
’000

1965
’000

1960
’000

1955
’000

1950
’0∞

1947－8
　　’000

980

650

140

79

墨
髭
魏
忽

800

300

118

56

680

285

100

90

650

270

oo

R0
ρ
0
　
2

680

265

80

880

400

90

SPD
CDU
CSU
FDP

＊G．Smith，1979．

ω
霞
。
易
ω
が
そ
の
権
力
衝
動
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
の
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唱

首
と
し
て
、
新
連
邦
議
会
開
会
の
直
前
に
議
員
総
会
を
開
き
、
次
の
二
つ
の
決
定
を
行
な
っ
た
。

　
ω
過
去
二
七
年
間
、
友
党
と
し
て
統
一
議
員
団
を
議
会
内
で
形
成
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟

と
の
関
係
を
見
直
し
、
一
線
を
画
す
。

　
㈹
第
四
番
目
の
政
党
と
し
て
独
自
行
動
を
と
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
の
党
首
で
あ
る
コ
ー
ル
に
と
っ
て
、
こ
の
決
定
は
、
事
前
連
絡
も
な
い
寝
耳

に
水
の
話
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
基
礎
を
置
く
小
さ
な
地
方
政
党
の
党
首
に
よ
る

精
力
的
な
政
権
奪
取
戦
略
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
強
引
に
〈
政
党
内
政
治
〉
を
押

し
切
り
、
コ
ー
ル
を
後
退
さ
せ
、
遂
に
は
一
九
八
○
年
連
邦
議
会
選
挙
の
保
守
陣
営
統
一
首
班
候
補
に

ま
で
浮
上
し
た
。
保
守
分
裂
の
イ
メ
ー
ジ
と
対
ソ
強
硬
派
の
浮
上
は
、
少
な
く
と
も
、
社
民
党
の
選
挙

キ
”
、
ン
ペ
ー
ン
を
楽
に
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
予
想
通
り
、
社
民
党
は
ほ
ぼ
横
ば
い
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
穏
健
化
路
線
を
強
調
し
た
自
由
民

主
党
が
国
民
の
中
道
指
向
に
う
ま
く
乗
り
、
大
躍
進
し
た
。
得
票
率
で
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
議
席
数

で
一
四
伸
び
た
。
自
由
民
主
党
に
と
っ
て
は
、
一
九
六
一
年
選
挙
以
来
、
実
に
一
九
年
ぶ
り
の
大
勝
利

で
あ
っ
た
。
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
は
、
統
一
候
補
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
タ
カ
派
イ
メ
ー

ジ
が
国
民
の
拒
絶
反
応
を
受
け
、
大
幅
に
後
退
し
た
（
た
だ
し
、
第
一
党
の
地
位
は
保
持
し
た
）
。
力
を

背
景
に
し
た
対
ソ
対
決
政
治
を
公
然
と
主
張
す
る
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
政
治
姿
勢
は
中
道
指
向
の
国
民
の
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　　　　　　　　表9：政党支持の社会的構成（1976年）

CDU／CSU
　（％）

SPD
（％）

FDP
（％）

＜年齢＞

18－24

25－29

30－59

60十

く性〉

女　三

男　性

く階級〉

労働者

新中間階級

旧中間階級

その他

く教育〉

卒業年齢15歳

卒業年齢16－19歳

く労組加入〉

加　入

未加入

く宗教〉

カソリック

プロテスタント

その即

く教会出席〉

定期的

たまに

出席せず
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2
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1
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0
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リ
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O
1
10
0

5
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0

盈
り
2

3
ρ
0

4
ρ
0
0
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F
O
ワ
幻

ハ
0
7
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7
・
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▲
4
3

甑4仙㎞G＊

O
①
ロ
ω
o
ゴ
興
は
選
挙

後
直
ち
に
連
合
政
権

交
渉
に
入
っ
た
。
第

三
次
シ
ュ
、
ミ
ッ
ト
政

権
も
議
席
占
有
率
五

四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

の
最
小
勝
利
連
合
政

m

よ
う
で
あ
る
。
意
気

上
が
る
自
由
民
主
党

の
党
首
ゲ
ン
シ
ャ
ー

頃
曽
昌
ω
1
∪
一
Φ
け
二
〇
げ

許
容
範
囲
を
超
え
て

い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
〈
右
か
ら
の
過

激
主
義
〉
は
、
中
道

・
安
定
を
指
向
す
る

有
権
者
を
威
嚇
し
た



権
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8

　
以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
は
文
字
通
り
「
連
合
政
権
の
国
」
で
あ
っ
た
σ
そ
し
て
、
そ
の
大
半
は
く
最
小
勝
利
連
合
政
権
∀
　
－

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
き
た
。
自
由
民
主
党
は
、
左
．
右
両
側
を
巨
大
な
政
党
に
取
り
囲
ま
れ
た
小
党
で
あ
り
な
が
ら
、
巧
妙
な
政
党
戦
略

を
駆
使
し
て
く
か
な
め
の
党
V
と
し
て
政
権
の
果
実
を
享
受
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
き
た
。
社
民
党
は
、
西
ド
イ
ツ
最
大
の
大
衆
組
織
政

党
と
し
て
、
そ
の
強
固
な
基
礎
力
と
友
好
組
織
で
あ
る
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
D
G
B
（
一
七
の
産
業
別
労
働
組
合
を
統
合
・
結
集
し
た
巨

大
な
連
合
体
）
の
組
織
力
・
資
金
力
を
活
用
し
て
、
七
〇
年
代
の
政
治
を
指
導
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
は
、
巨
大
な
利
益

の
複
合
体
と
し
て
、
た
っ
た
一
度
の
例
外
を
除
い
て
（
一
九
七
二
年
選
挙
）
、
第
一
党
の
地
位
を
失
な
っ
て
い
な
い
。
政
治
シ
．
ス
テ
ム
の

作
動
原
理
と
し
て
政
党
多
元
主
義
を
是
認
し
て
い
る
以
上
、
政
党
支
持
の
大
型
再
編
や
政
権
交
代
の
可
能
性
は
常
に
存
在
す
る
。
だ
が
、

西
ド
イ
ツ
型
連
合
政
治
の
ス
タ
イ
ル
は
一
つ
の
伝
統
と
し
て
今
や
高
度
に
構
造
化
さ
れ
て
お
り
、
変
化
が
生
じ
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
各
党
の
支
持
基
盤
に
つ
い
て
は
表
9
参
照
）
。
一
未
完
一

　
注（
1
）
　
L
・
ド
ッ
ド
　
岡
沢
憲
芙
訳
『
連
合
政
権
考
証
』
政
治
広
報
セ
ン
タ
ー
　
一
九
七
七
年
　
三
一
頁
。

（
2
）
　
L
・
ド
ッ
ド
　
前
掲
書
　
五
八
～
九
頁
。

（
3
）
　
L
・
ド
ッ
ド
　
前
掲
書
　
五
四
頁
。

（
4
）
↓
。
ミ
野
爵
。
二
窓
ミ
鴨
。
・
§
冷
肉
§
§
蕊
き
ミ
遷
Q
ミ
ミ
§
ド
い
。
巳
。
『
ρ
出
ロ
至
L
零
9

（
5
）
目
。
昌
己
d
母
冨
け
け
」
三
α
‘
℃
．
卜
⊃
ω
・

（
6
）
　
A
・
グ
ロ
セ
ー
ル
畷
大
島
利
治
訳
『
西
ド
イ
ツ
』
白
水
社
　
一
九
七
九
年
　
六
七
頁
。

（
7
）
、
仲
井
斌
『
西
ド
イ
ツ
の
社
会
民
主
主
義
』
岩
波
書
店
　
一
九
七
九
年
　
二
三
頁
。

（
8
）
　
↓
o
昌
団
ゆ
葺
吋
。
芦
8
9
～
や
8
・

O
■
Q
◎
P



政党政治と政権パターン

（
9
）
　
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
の
成
立
時
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
加
藤
秀
治
郎
「
西
独
政
党
制
の
中
の
C
D
U
／
C
S
U
”

　
　
一
九
四
五
1
一
九
五
七
」
『
京
都
産
業
大
学
論
集
』
第
一
〇
巻
　
一
号
　
一
九
八
○
年
。

（
1
0
）
↓
呂
団
切
ロ
祷
。
芦
8
9
～
唱
．
㊤
卜
⊃
－
ω
曾

（
1
1
）
　
仲
井
斌
　
前
掲
書
　
二
五
－
六
頁
。

（
1
2
）
↓
自
団
ゆ
霞
吋
。
芦
8
9
け
‘
弓
．
漣
・

（
1
3
）
　
R
・
ダ
ル
ク
ー
ル
　
小
林
珍
雄
訳
『
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
』
森
の
道
導
　
一
九
五
八
年
　
一
〇
六
頁
。

（
1
4
）
　
R
・
ダ
ル
ク
ー
ル
　
前
掲
書
　
一
一
二
頁
。

（
1
5
）
　
O
o
a
o
昌
ω
ヨ
罪
戸
b
馬
ミ
。
ミ
貸
亀
馬
懐
き
論
O
ミ
ミ
貸
ミ
“
ピ
。
巳
。
『
出
①
ぎ
。
旨
雪
昌
日
O
刈
㊤
．
O
．
　
O
卜
。
・
佐
瀬
昌
盛
『
西
ド
イ
ツ
“
戦
う
民
主

　
主
義
』
P
H
P
研
究
所
　
一
九
七
九
年
　
一
〇
五
頁
。

（
1
6
）
↓
8
鴇
ゆ
母
冨
罫
8
9
け
‘
O
●
㊤
刈
・

（
1
7
）
　
A
・
グ
ロ
ー
セ
ル
　
前
掲
書
七
三
頁
。

（
1
8
）
仲
井
斌
　
前
掲
書
　
三
八
一
五
二
頁
　
で
見
事
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
目
。
昌
望
切
二
長
①
貫
8
9
け
‘
づ
O
・
H
8
山
・

（
2
0
）
　
仲
井
斌
　
前
掲
書
　
四
一
～
五
一
頁
。

（
2
1
）
↓
8
団
ゆ
ξ
冨
二
8
9
r
O
・
δ
P

（
2
2
）
↓
8
団
切
ロ
祷
虫
仲
＝
三
2
℃
■
H
8
・

（
2
3
）
O
o
a
8
ω
日
凶
些
、
8
9
け
二
℃
■
コ
ト
⊃
。

（
2
4
）
O
o
a
自
ω
巳
爵
し
三
Ω
ニ
ロ
●
昌
誌
’

（
2
5
）
O
o
a
呂
ω
ヨ
津
互
幽
三
畠
‘
O
．
H
お
・

（
2
6
）
仲
井
斌
前
掲
書
　
五
四
－
五
頁
。

（
2
7
）
　
『
毎
日
新
聞
』
一
九
七
二
年
一
一
月
二
〇
日
。

（
2
8
）
O
o
乙
8
ω
巳
↓
〆
8
魯
こ
℃
■
H
卜
⊃
。
。
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（
2
9
）
O
o
a
8
ω
巳
葺
葦
α
‘
や
口
卜
。
ω
●


